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伝
統
行
事
と
し
て
定
着
し
て
い
る
虫

送
リ
。
 

田
植
え
の
終
了
を
告
げ
る
と
と
も
に

昆
虫
退
散
と
豊
作
を
祈
願
す
る
。
 

機
械
化
と
防
除
薬
が
進
み
農
作
業
の

一
変
し
た
現
在
で
も
そ
の
と
き
ど
き
の

害
虫
が
必
ず
と
言
っ
て
良
い
程
出
現
す

る
。
イ
ネ
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
、
ド
ロ
オ
イ

ム
シ
、
イ
ネ
カ
ラ
パ
エ
。
そ
の
害
虫
防

除
の
薬
剤
散
布
が
虫
送
り
に
取
っ
て
代

わ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
が
伝
統
行
事

を
受
け
継
ぐ
に
は
欠
か
せ
な
い
要
因
だ
。
 

ひ
し
ゃ
く
を
持
っ
た
荒
馬
が
道
路
の

真
ん
中
に
．天
下
御
免
4
と
ば
か
り
車
座

に
な
り
、
酒
を
く
み
交
わ
す
光
景
が

ー
 

つ
の
特
徴
で
、
藤
枝
地
区
で
は
す
べ
て

の
家
の
軒
先
で
行
わ
れ
る
。
飲
む

ー
は

ね
る
ー
飲
む
ー
は
ね
る
。
繰
リ
返
す
こ

と
七
時
闘
。
タ
暮
れ
時
に
は
酔
い
痴
れ

る
。
 

同
行
し
て
い
た
子
供
た
ち
が
荒
馬
の

そ
ば
で
ョ
ウ
シ
菓
子
を
ほ
お
ば
っ
て
い

る
姿
が
印
象
深
っ
た
。
 

1

藤
枝
地

区
の
虫

送
り
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一
 

老
朽
化
に
伴
い
移
転
新
築
中
の

金
木
中
学
校
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
 

さ
る
六
月
四
日
か
ら
新
校
舎
で
授

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
 

新
校
舎
は
、
旧
営
林
署
貯
木
場

に
総
工
費
約
八
億
一
干
五
百
万
円

を
投
入
し
、
昭
和
五
十
九
年
度
か

ら
工
事
を
進
め
て
い
た
も
の
で
、
 

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
二
階

建
と
三
階
建
の
二
棟
組
。
旧
校
舎

に
変
っ
て
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
 

、」 
融猫 

総
敷
地
面
積
は
従
来
の
敷
地
の

約
四
・
二
倍
に
あ
た
る
四
五
、
五

七
七
平
方
メ
ー
ト
ル

（
二
一
一
、
八

一
一
坪
）
で
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
る
野
球
場
な
ど
の

運
動
施
設
は
今
年
度
中
に
完
成
見

込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

新
校
舎
は
、
文
化
的
色
彩
を
工

夫
し
、
吹
き
抜
け
と
し
た
玄
関
と

ゆ
っ
た
り
し
た
多
目
的
ホ
ー
ル
の

配
置
、
生
徒
専
用
の
個
人
ロ
ツ
カ
 

ー
設
備
な
ど
の
特
徴
を
持
ち
、
照
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リ
B
&
G
財
団
の
仲
北
専
務
理
 
が

思
わ
れ
る
。
 よ
く
や
っ
て
く
 
一
 

事
を
ト
レ
セ
ン
で
出
向
え
る
。
 

れ
た
。
財
団
に
謝
辞
を
述
べ
祝

控
室
で
休
憩
の
あ
と
完
成
し
た
 
宴

に
移
る
。
関
係
者

の
労
苦
を

プ
ー
ル
視
察
に
助
役
ら
と
同
行
 

ね
ぎ
ら
い
な
が
・
り
各テ
ー
プ
ル

す
る
。
実
に
そ
う
快
だ
、
こ
の
 
を
回

る
も

一
同
に
施
設
を
ほ
め
 

陣 ～～ 	生徒 1人毎の専用ロソ力ーと広い廊雫 

バスケットボール2面の広さを持つ体育館 

静
、
、
い
ー
 
ノ
 

長
日
記
 
「
羅
」
」

」蜘
野
製
 

年
問
の
無
償
貸
付
期
間
を
経
て
 

財
団
か
ら
町
に
無
償
譲
渡
さ
れ

る
日
が
今
か
ら
待
ち
遠
し
い
限

リ
だ
。
午
後
十
二
時
五
十
分
I
 

無
事
式
を
終
え
帰
宅
。
多
少
ア

ル
コ
ー
ル
く
さ
い
が
久
し
ぷ
リ

に
孫
と
遊
ぷ
も
米
客
者
あ
リ
。
 

気
軽
に
話
し
か
け
て
く
れ
る
方

々
の
隔
リ
の
な
い
付
合

い
が
実

に
あ
リ
が
た
い
と
感
ず
る
今
H
 一

 
一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

一
 

 一
室
 

一
 

 一
食
 

』
 

③ 金木だより III川川I'll・ 

プ
ー
ル
で
．十
供
た
ち
が
は
つ
・
り

つ
と
泳
ぐ
姿
を
連
想
す
る
と
無

敬
の
感
が
す
る
。
十

一
時
ー
式

典
が
始
ま
る
。
紅
白
幕
に
囲
ま

れ
、
お
め
で
た
づ
く
し
。
式
場
 

作
リ
に
従
事
し
た
職
員
の
苫
労
 
こ
の
ご

ろ
で
あ
る
。
 

明
器
具
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

省
工
ネ
型
。
床
は
ひ
ば
材
を
使
用

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
冷
た
さ
を

大
マ
的
に
＜
つ
返
す
親
し
み
感
の

あ
ふ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
 

広
い
廊
下
と
と
も
に
ゆ
と
り
の
あ

る
学
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
工
夫

さ
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
自
校
炊
飯
の
完
全
給
食

施
設
も
完
備
し
、

一
段
と
近
代
化

さ
れ
ま
レ
た
。
 

六
月
七
日

（
土
）
は
れ
 

七
時
ー
朝
食
後
新
聞
に
日
を
通

す
。
生
々
し
い
記
事
の
反
面
、
 

巾
国
残
留
孤
児
の
肉
親
捜
し
で

本
県
か
ら

一
人

（
よ
か
っ
た
）
 

他
人
ご
と
に
思
え
な
い
。
金
木

の
記
事
も
二
つ
掲
載
さ
れ
、
目

を
引
く
。
八
時
三
十
分
ー
自
家

用
卓
で
登
庁
。
今
日
は
B
&
G
 

財
団
金
木
海
洋

セ
ン
タ
ー
の
竣
 

L
式
が
‘r
定
さ
れ
て

い
る
た
め
、
 

公
用
車
を
来
賓
出
迎
え
に
差
し

向
け
た
（
こ
の
日
の
た
め
の
議

貝
さ
ん
や
関
係
機
関
の
方

々
の

尽
力
を
思
う
と
感
謝
に
絶
え
な

い
‘
式
の
準
備
も
万
全
の
よ
う

だ
。
九
時
．
二十

・分
I
定
刻
ど
お
 

一
 

一
 

一
 

」
 

」
 

』
 

《
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耳哉 	 務 金 	 額 

till 	1' I」 Mt 54 5.00 OPi 
助 	役 'I 4 3 2.000 i'j 
収 入 役 I, 41 0.00 0IJ 
教育 長 I, 390.000 F'i 
I町議会議 長 'S 168,000円 

” 	副議長 'I 150.000円 
議 貝 I, 145.000円 

農業委U会会長 'I 20.00 Ol'l 
耳放務代理者 'S 1 6.000l'i 

'S 	委貝 I, 14.000円 
教有委員会委貝長 'S 6.000 P1 

委 貝 'S 5.000円 
馴i 	査 	委 	ll 日 額 4.000円 

" 	（議会選出） I, 3,500円 
選挙管理委員会委員長 'I 3,000円 

委 員 'I 2.500円 
固定資産評価審査委員会委員長 年 額 6,000円 

'I 	委 	員 5, 5.000円 
国民健康保険迎営委貝会委員長 'I 6.000円 

'I 	委 	貝 'I 5,00 01's 

金
木
町
特
別
職
等
の
給
与
及
び
報
酬
額
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『半
島
振

興
法
』
 

え
ハ月
捷
例
町
臓
濡
終

・
 

高
速
輸
送
施
設

の
整
備
や
産

業
開
発
が
遅
れ
て
い
る
半
島
地

域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い

う
 

「半
島
振
興
法
」
が
去
年
六

1
1
 

七
日
に
成
立
し

た
の
に
伴
い
、
 

県
及
び
金
木
町
を
含

む
津
軽
半

島
振
興

対
策
促
進
協
議
会

（
会

長
森
田
稔
夫
五
所

川
原
市
長

）
 

の
積
極
的

な
働
き
か
け
が
奏
功

し
、
今
年
三
月
三
十

一
日
付
の

官
報
告

示
で
津
軽
半
島
が
実
施

地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。〕
 

半
島
振
興
の
指
定
に
伴

い
、
 
 産

業
や
経
済
の
立
ち
遅
れ
て
い

る
津
軽
半

島
も
広
域
的
に
整
備

さ
れ
る
こ
と

に
な
リ
、
五
所
川

原
市
を

は
じ
め
と
す
る
津
軽
半

島
一
帯
の

町
村
と
三
厩
村

に
至

る
十
七
市
町
村
が
対
象
区
域

に

な
リ
ま
し

た
。
 

今
後
、

」父
通
、
通
信
施
設

の

整
備
や
産
業

振
興
を
折
リ
込
ん

だ
半
島
振
興
計
画
を
策
定
し
国

の
承
認
を
受
け
る
と
昭
和
六
十

二
年
度
か
ら

計
画
に
基
づ
く
事

業
に
必
要
な
財
政
金
融
ト
の
措
 
 

置
を
講
じ
る
と
さ
れ
、

補
助
率

の
引
き
上
げ

な
ど
で
事
業

が
円
 

方
債

の
発
行

に
特
別
の
配
慮
も

さ
れ
、
低
利
融
資
し

望
ま
れ
る

こ
と
か
ら
積
極

的
に
事
業
を
組

み
入
れ
、
津
軽
半
島
の
広
域
的
 

今
年
度
転
作

目
標
面

積
三
百

十
三
、

八

ヘ
ク

タ
ー
ル
の
現
地

確
認
が
さ
る
十

日
か
ら
十
八
日

ま
で
の
日
程
で

実
施
さ
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
確
認

は
、
 

町
が
転
作
奨
励

金
や
互
助
金

の

配
分
算
定
に
用
い
る
た
め
の
現
 

地
確
認
で

水
田
利
用
再
編
対
策
 

確
認
票

を
転
作
農
家
が
転
作
田
 

に
設
置
し
、
今
年
は
、
昨
年
よ
 

リ
十
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
多

い
三
百
 

上

二
、
八

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
対
象
 

田
を
地
区
別
に
実
施
し
ま
し
た
。
 

転
作
等

目
標
面
積
は
、
水
川
 

面
積
に
対
し
一
律

に
配
分
さ
れ
 

合
わ
せ
て
米

の
限
度
数
量
十

三
 
 

な
整
備
で
産
業

の
流
通
面
か
ら

し
て
も
活
性
化
が

期
待
さ
れ
ま

す
。
 

半
島
振
興
法
の
適
用
は
、
全

国
五
十

一
カ
所
の
対
象

地
域
か

ら
津
軽
、

下
北
の
二

半
島
を
含

め
た
十
九
地
域
が

指
定
を
受
け

て
い
ま
す
。
 

麟
 

万
七
千
・
二十
」
．俵
も
．
転
作
而

積
及
び
他
用
途
利
用
米
の
作
付

面
積
を
除
い
た
水
稲
作
付

面
積

千
互
百
四
ト
六
ヘ
ク

タ
ー
ル
に

対
し
数
量
配
分
さ
れ
る
こ
と

に

な
リ
ま
す
り
 

現
地
確
認

は
、
転
作
作
物

も

調
査
さ
れ
ま
し
た
が

立
合

い
を

必
要
条
件
と
し
て
い

ま
す
。
 

第
（
十

六
回
町
議
会
定
例
会

が
さ
る
六
月
二
日

招
集
さ
れ
、
 

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
十
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し

ま
し

た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
リ

で
す
。
 

▽
広
域
農
道
整
備
促
進
費

に
五

千
二
百
六
十
四
万
九
千

円
の
増

額
な
ど

を
折
り
込
み
総
額
二
十

九
億
五
千

百
ヒ
万
九
干

円
と
し
 
 

た
一
般
会

計
補
正
子
算
。
 

▽
納
期
限

の
延
長
に
係
る
延
滞

金

の
特
例
中
告
基

準
日
を
定
め

る
町
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す

る
条
例
。
 

▽
保
険
税

の
引
き
上
げ

に
係
る

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部

を
改
正
す
る
条
例
。
 

▽
町
有
地
侵
害

と
公
用
車
接
触

事
故
の
損
害
訴

訟
提
起

の
件
。
 

ー
 

滑
に
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

津
軽
半
島

山
脂
定

”
 
暁
事
業
礎
湾
る
地
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B
&
G
財
団
 

金
木
海
洋
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
 

昨
年
十
一
月
十
一
百
に
起
工
し
、
工
事
を
進
め
て
い
た
B

&
G

財
団
金
木
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

プ
ー
ル
は
大
人
用

（
二
十
ん
 

を
含
め
た
敷
地
面
積
は
三
千
三
 
坪

）
に
及
び
ま
す
。
 

メ
ー
ト
ル
六

コ
ー
ス
）
と
幼
児
 

百
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル

（
千
四
 

九
月
三
十

日
ま
で
開
放
 

入
館
は
無
料
 

用

（
縦
六
メ
ー
ト
ル
、
横
十
メ
 

ー
ル
）
の
ニ
つ
か
ら
な
リ
，
温
 

室
効
果
を
高
め
る
ポ
リ
シ
ー
ト
 

⑤ 金木だより 洲川I川川I「 1・ 

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
さ
る
六
月
七
日
竣
工
式
を
行
い
、
 オ
ー
プ
ン
し
ま
レ
た
。
 

で
上
屋
全
体
が

履
わ
れ
て
い
る
 

こ
の
海
 

ほ
か
、
照
明
設
備
が
完
 
洋

セ
ン
タ
 

B
&
G
財
団
金
木

海
洋
セ

ン

タ
ー
は
、
モ
ー
タ
ー
ポ
ー
ト
競

走
の
収
益
金
で
豊
か
な
人
間
形

成
と
体
力
向
上
を
図
る
た
め
財

団
法
人
ブ

ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・

グ
リ
ー
ン
ラ

ン
ド
財
団
（
笹

川

良
一
会
長

）
が
全
国
に
進
め
て

い
る
海
洋
セ

ン
タ

ー

（
昭
和
六

十
年
度
ま
で
に
二
百
し
十

六
カ

所
）
の
一
施
設

と
し
て
建
設
さ
 

「
ゴ
 

蓮
 

れ
た
も

の
で
す
。
毎
年
六
月
上
一

旬
か
ら
九

月
下
旬
ま
で
天
候
に
一

左
右
さ
れ
な

い
で
利
用
で
き
る

上
屋
付
プ
ー
ル
。

こ
れ
ま
で

一

般
向
け
の
プ

ー
ル
が
な
い
当
町

に
と
っ
て
は
、
待
望
の
施
設
と

な
リ
、
し
か
も
約
四
カ
月
問
水

泳
が
楽
し
め
る
利
点
を
持
っ
て

い
ま
す
。
 

高
校
卒
業
後
、
青
森
の
肴
護

学
校
で
二
年
問
み
っ
ち
り
し
ご

か
れ
、
現
在
公
記
金
木
病
院
で

早
二
年
H
に
突
入
し
ま
し
た
。
 

仕
事
が
ら
時
間
等
不
規
則
に

な
り
が
ち
で
す
が
、
馴
染
ん
で
 
 

ま
え
ば
そ
れ
ほ
ど
苫
痛
で
も
 

あ
リ
ま
せ
ん
。
 一
人
前
の
看
護

婦
に
は
ま
だ
ま
だ
遠
く
、
思
う

よ
う
に
こ
な
せ
ま
せ
ん
が
、

ュ
 

ー
モ
ラ
ス
な
光
輩
達
に
囲
ま
れ
，
 

毎
日
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

偏
し
、
夜
間
で

も
安
心
 

し
て
泳
げ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
 

同
セ

ン
タ

ー
は
、
芦

野
公
園
駐
卓
場

の
一
部

と
金
中
用
地
に
か
か
リ

事
務
室
、
更
衣
室
、

シ

ャ
ワ
ー
室
な
ど
が
完
備

す
る
管
理
棟
と
プ
ー
ル

棟
か
ら
な
リ
、
駐
車
場
 

休
日
は
、
以
前
テ
ニ
ス
を
少

し
し
て
い
ま
し
た
が
、
敢
近
は

も
っ
ば
ら
愛
車
の
助
手
席
に
ミ

ッ
キ
ー
マ
ウ
ス
を
乗
せ
て
ド
ラ

イ
プ
。
海
辺
が
大
好
き
で
す
。
 

こ
れ
か
ら
は
海
洋
セ
ン
タ
ー
も

出
来
た
し
、
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ

か
た
が
た
泳
ぎ
に
行
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
 

友
違
と
た
ま

、
に
チ
ュ
ー
ハ

イ
で
乾
杯
し
た
リ
し
ま
す
が
、
 

深
酒
ま
で
は
な
か
な
か
 

良
く
気
の
付
く
肴
護
婦
に
な
リ

た
い
と
日
夜
努
力
し
て
い
ま
す
。
 
 

ー
は
，
B
 

&
G
財
団

が
建
設
ー
一
、
 

町
と
の
無

償
管
理
委

託
契
約
に

よ
リ
町
が
 

管
理
連
営

す
る
も
の

で
．
三
年

間
の
利
用

効
果
を
見

て
無
償
譲

渡
さ
れ
る
 

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
利
用
計
画

に
基
き

効
率
良
く
運
営
す
る
こ
と
と
し
、
 

無
料
で
開
放
。
更
衣
室
に
備
え

付
け
の
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
も
百

円
硬
貨
戻
リ
式
と
な
っ
て
い
ま

す
。
 

ま
た
、
利
用
に
あ
た
っ

て
は
、
 

も
ち
ろ
ん
年
令
性
別
に
関
係
な

く
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

が
、
二
十
人
以
上
の
団
体
の
場

合
は
、
プ
ー
ル
内
の
混
雑
が
予
 
 想

さ
れ
る
た
め
利
用
申
込
み
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。
 

開
館
日
は
、
九
月
三
十
日

ま

で
の
午
前
九
時
か
ら
午
後

九
時

ま
で
と
な
っ
て
お
リ
、
毎
週
月

曜
日
と
祝
日
の
翌
日
を
休

館
日

と
し
て
い
ま
す
。
 

水
泳
教
室
、

町
民
水
泳
火
会
、
 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
色

々
な

催
し
も
企
画
さ
れ
、
専
門
の
育

成
士
が
指
導
に
あ
た
リ
ま
す
。
 

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

オープンした金木海洋センター 



ドしてるんだ 

太
宰
治
の
遺
品
や
作
品
な
ど

を
展
示
し
て
い
る
歴
史
民
俗
資

料
館
に
五
月
二
十
八
日
、
開
館

以
来
七
万
人
目
の
来
館
者
が
訪

れ
、
古
川
町
長
か
ら
感
謝
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
回
の
幸
運
な
来
館
者
は
東

京
都
太
田
区
に
住
む
高
橋
芳
唯

さ
ん

（
4
5歳
）
。東
北
一
人
旅
の

途
中
資
料
館
を
訪
れ
た
も
の
で
、
 

知
ら
せ
を
聞
い
て
役
場
か
ら
駆

け
つ
け
た
古
川
町
長
か
ら
記
念

品
と
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
高

橋
さ
ん
は
、
 コ
ー十
二
、
三
歳

の
頃
、
太
宰
の
作
品
を
夢
中
で
 

読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
 一
度
ふ

る
さ
と
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
て

い
た
が
ま
さ
か
記
念
来
館
者
に

な
る
な
ん
て
 
と

て
も
光
栄

で
す
。
生
涯
の
思
い
出
に
な
リ

ま
す
い
と
大
喜
び
し
て
い
ま
し

た
。
 

同
資
料
館
は
、
県
立
芦
野
公

園
の
一
角
に
昭
和
五
十
三
年
八

月
オ
ー
プ
ン
以
来
、
毎
年
約
一

万
人
前
後
の
来
館
者
で
賑
っ
て

い
ま
す
が
、
町
で
は
こ
れ
ま
で

も
一
万
人
毎
に
六
人
の
記
念
来

館
者
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
贈

っ
て
い
ま
す
。
 

薫
欝
編
襲
 

や-f 
、、 	’ 
~ 

15.6年生による 

金木小学校の荒馬 

嘉瀬小 

lさあ、スタートだ．ク 

、
 

一
 

一
 J

 
が
 

組
 

白
 

ム
フ
 

t 喜良市小学校 1 年生 

	IIm川川川旧~金木だより ⑥ 

ー
ク
ッ
キ
ン
グ
③
 

或
 

。
 (

 

叱
 

。
 (

 

叱
 

。
 (

 
叱
 

。
 

（
 

」

れ
カ
ら
の
季
節
に
最
適
な
 

姉
“
も
や
し
と
イ
カ
の
酢
み
そ
和
 

。
 

（
四
えク
。
簡
単
に
作
れ
て
酒
の
肴
 

「
に
も
喜
ば
れ
る
料
理
で
、
竹
内
 

・

回
さ
ん
独
自
の
味
が
工
夫
さ
れ
て
 

a
 い
ま
す
。
 

一
 
▽
材
料
 

幅
長
も
や
し
 

3
東
 

k
 

加
ほ
う
れ
ん
そ
う
…
1
束
 

一
菊
（
乾
燥
菊
）

…
2
枚

噌
イ
カ
（
中
位
〕
2
ハ
イ

啄
・
し
ょ
う
が
 

1
片
 

『
酢
 

大
さ
じ
2
 

r
み
そ

…
・
 
3
6グ
ラ
ム
 

画
砂
糖
 

少
々
 

。
 

く
酒
 

少
々
 

（コ
ゴ
マ
油
 

少
々
 

n
 

画
 
▽
作
り
方
 

『
①

長
も
や
し
は
 
水
カ
ら
入
れ
 
 て

ゆ
で
、
沸
騰
し
た
ら
す
ぐ
火

を
と
め
て
水
に
つ
け
、
三
セ
ン

チ
位
に
切
り
ま
す
。
ほ
う
れ
ん

草
も
塩
を
入
れ
、
さ
っ
と
ゆ
で

て
三
セ
ン
チ
位
に
切
り
ま
す
。
 

イ
カ
は
ゆ
で
て
、
き
れ
い
に
皮

を
と
り
、
四
ー
五
セ
ン
チ
位
に

切
り
ま
す
。
菊
は
も
ど
し
て
お

き
ま
す
。
②
生
し
ょ
う
が
を
せ

ん
切
り
に
し
●
に
酢
、
み
そ
、
 

砂
糖
、
酒
、
ゴ
マ
油
を
入
れ
て

和
え
、
出
来
L
が
り
で
す
。
 

o
コ
ツ
と
応
用
 

も
や
し
を
歯
ざ
わ
り
よ
く
ゆ
で

る
に
は
、
水
か
ら
ゆ
で
て
沸
騰

し
た
ら
す
ぐ
火
を
と
め
る
こ
と

で
す
。
材
料
の
砂
糖
は
好
み
で

入
れ
ま
す
。
 

臨もやしとイ力の 
酢みそ和え、 

山道町 竹内久美子さん 152-4725〕 

一
 



シ
大

健
闘
 

サ

》
 
ー
 

ム
 
、

ー
 

大健闘 し た豆剣士の面 

防
犯
指
導
隊
が
危
険
箇
所
を
点
  検
 

ー
。
と
金
木
地
 

区
防
犯
指
導
隊
．
、
 

が
こ
の
ほ
ど
危
 

険
箇
所
を
示
す

・
‘
 

叱
て
肴
板
を
設
 

畠

L
た
ほ
か
、

与
、
・
R
 

多
発
し
て
い
る
バ
イ
ク
や
自
転
 

車
の
盗
難
を
防
止
す
る
た
め
地
 

区
内
で
旋
錠
状
況
の
一
斉
診
断

を
実
施
し
ま
し
た
。
 

く
リ
の
推
進
を
 

・
！
議
 

「
 

明
る
い
町
づ
 

j覇
，

,
 

‘
よ
 
，
 

危険個所に看板を

立てる隊員 

⑦ 金木だより 旧川川I'll 	 

協
鵬
コ
ど
●
遣
緬
 

寝
た
き
リ
の
お
年
寄
リ
に
役

立
て
て
ー
。
と
さ
る
五
月
二
十

三
日
県
立
金
木
高
校

（
岩
谷
寛

校
長

I
生
徒
丘
百
ト
名
）
の
女

子
生
徒
で
構
成
す
る
家
庭
ク
ラ

プ
員
が
役
場
を
訪
れ
、
お
む
つ

を
ど
っ
さ
リ
プ
レ
ヤ
ン
ト
し
て

く
れ
ま
し
た
。
 

同
校
ク
ラ
プ
貝
の
お
む
つ
プ

レ
ゼ
ン
ト
は
ト
五
年
程
前
か
ら

続
け
ら
れ
て

い
る
も
の
で
、
こ

の
日
訪
れ
た
同
ク
ラ
ブ
代
表
の

磯
野
ゆ
か
リ
さ
ん
ら
三
名
は
、
 

白
川
常
一
町
収
人
役
に
箱
詰
め

さ
れ
た
お
む
つ
百
六
ト
枚
を
手

渡
し
ま
し
た
。
 

お
む
つ
の
材
料
は
、
昨
準
の
 

文
化
祭
で
販
売
し
た

一
枚
百
円

の
ふ
き
ん
の
売
上
で
購
入

q
・」
 

れ
を
、
二
年
生
と
三
年
生
の
女

子
生
徒
が
．
針

一
針
縫
っ
た
も

の
で
町
内
の
病
院
や
老
人
養
護

ホ
ー
ム
な
ど
に
も
送
リ
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。
 

町
で
は
早
速
ホ
ー
ム
ヘ
ル
‘ハ
 

ー
を
通
じ
て
寝
た
き
リ
老
人
や

休
の
不
自
由
な
方
々
の
介
護
に

役
と
て
ま
し
た
。
 

こ
の
う
ち
川
倉
支
隊
貝
は
金

木
警
察
署
員
と
と
も
に
同
地
区

の
沼
や
た
め
池
を
．
斉
点
検
し
、
 

危
険
箇
所
に
。
こ
こ
で
あ
そ
ぶ

な
ー
な
ど
と
書
か
れ
た
？
て
肴

板
を
設
置
し
た
は
か
冬
の
間
倒

れ
た
肴
板
な
ど
の
修
理
作
業
し

行
い
ま
し
た
。
 
 

水
の
事
故
が
懸
念
さ
れ
る
・
】
 

れ
か
ら
の
時
期
、
隊
貝
た
ち
は

随
時
巡
回
し
注
意
を
呼
び
掛
け

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
夜
間
パ
ト

ロ
ー
ル
を

定
期
的
に
実
施
し
、
犯
罪
の
撲

滅
と
青
少
年
の
非
行
防
止
に
し
 

．
役
買
っ
て
い
ま
す
。
 

五
り
 
十
五
日
、
西
郡
稲
垣

村
で
行
わ
れ
た
第
九
回
西
北
五

親
善
剣
道
大
会
で
金
木
剣
武
館
 

（
一
戸
彰
代
表
】
が
日
頃
の
格

占
の
成
果
を
発
揮
し
、
堂
々
三

泣
に
人
賞
し
ま
し
た
。
 

結
成
二
年
目
の
金
木
チ

ー
ム

は
小
学
四
年
以
下
八
チ
ー
ム
の

子
選
リ
ー
グ
戦

B
プ
ロ
ッ
ク
で

二
勝
一
敗
の
好
成
績
を
収
め
見

事
三
位
に
人
賞
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
五
十

一
入
が
出
場
し

た
個
人
戦
で
は
ベ
ス
ト

8
ま
で

勝
ち
進
ん
だ
選
手
が
三
名
し
お
 
 リ

、
初
出
場
な
が
ら
大
健
闘
し

ま
し
た
。
 

剣
武
館
は
、
毎
週
火
・
本

・

土
曜
日
の
午
後
五
時
か
ら
約
一
一

時
間
の
槽
古
で
現
在
ト
六
人
の

豆
剣

L
が
基
本
動
作
と
礼
儀
を

主
体
に
汗
を
流
し
、
今
年
で
一
一

年
目

0
外
崎
裕
幸
父
以
の
会
会

長
は
「
子
ど
も
た
ち
が
ま
さ
か

こ
ん
な
に
健
闘
す
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
精
神
的
に
し

剣
道
を
や
ら
せ
て
よ
か
っ
た
い

と

f
供
た
ち
に
拍
手
を
送
っ
て

い
ま
し
た

U
 

プ
レ
ゼ
ン
愛
 

ぼくがん 

1 、 2年生のなわとび競技 川倉小学校 

1 
酒飲み競争だったらナァ

川小のおとうさん 



金
木
病
院
力
ル
テ
⑨
 

『甲
状
腺
の
病
気
』
 

外
 
科
奥
寺
 
 

大
 

直
栄

久
治
 

一
ロ
 

義
誠

正
彦

慶
蔵猛

 

嘉 金 金 

i頼木 木 

喜
良
市

金
 
木

川
 
倉

喜
良
市
 

議 

農浩論稔 

一
貴

紗
梨

勇
輝

遊
奈

周
一
一
 

川 蒔 金 金

倉 田 木 木 

封
馬

秋
元
 

新
岡
 

幸
浩
 
喜
良
市
 

、 

5 月31日現在 前年同月比

男 6,726人 

女 7,293人 

I;1' 14,019人 	-205 

世帯数 
3.901iI帯 - 4 

、
 
ノ
 

／
人
 
ロ
と
世
帯
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U

伽

嘉細 

一 

。 ー 

や 山

川 

r 

グ ー 

一

，こ加驚

ご＼
一 

はじめまして 
、ず 	さ 
ー 貴ちゃん 

4 1 25EI生まれ 

体、 3,400グラム 

嘉瀬 

付ト‘ 稔さんの長男 

一
 

、
 

》
 

"m川II川川川~金木だより ⑧ 

驚
い
た
よ
う
な
大
き
な
ぬ
れ

た
瞳
。
汗
ば
み
、
ど
き
ど
き
と

脈
が
速
く
打

つ
。
首
を
診
る
と

腫
れ
て
い
る
。
バ
セ
ド
ー
氏
病

の
患
者
で
あ
る
。
 

こ
の
病
気
は
、
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン
の
分
泌
が
多
す
ぎ
る
た
め

に
お
こ
る
。
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン

の
働
き
は
、
人
の
か
ら
だ
を
、
 

食
物
か
ら
供
給
さ
れ
る
燃
料
を

燃
し
て
動
く
エ
ン
ジ

ン
に
例
え

る
と
、
燃
料
の
燃
え
方
を
加
減
 
 す

る
働
き
に
あ
る
。
 

動
物

の
甲
状
腺
粉
末
を
人
に
、
 

飲
ま
せ
る
と
甲
状
腺
ホ
ル

モ
ン

の
過
剰
状
態
が

川
き
あ
が
り
、
 

皮
下

に
貯
蔵
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
 

ー
源
の
脂
肪
を
大
量
に
消
費
し
、
 

過
ぎ
る
と
生
命

に
か
か
わ
る
究

極
を
迎
え
る
。
 

近
年
、
飽
食

の
時
代
の
到
米

と
共
に
肥
満
は
大
き
な
問
題

と

な
リ
、
 い
わ
ゆ
る
 
「や
せ
薬
」
 

が
氾
濫
し
て

い
る
。
し
か
し
、
 
 

一】
の中
に
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
が

含
ま
れ
て

い
た
も
の
が
か
な
リ

あ
っ
た
。
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
を

た
く
さ
ん
飲
む
と
い
う
こ
と

は
、
 

人
工
的
に
バ
セ
ド

ー
氏
病
の
状

態
を
作
リ
出
し
て
い
る
こ
と
な

の
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

先
天
的
に
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
．
 

の
分
継
が
悪
い
と
、
ク
レ
チ
ン

病
が
発
症
す
る
。

ク
レ
チ
ン
と

は
 
「小
さ
い
バ
カ
」
 
と
いう
意

味
で
身
長
が
低
く
、
知
能
も
幼

児
以
上
に
は
発
育
し
な
い
。
 

大
人
に
な
っ
て
か
ら
甲
状
腺

の
働
き
が
弱
ま
る
と
、
バ
セ
ド
 

ー
氏
病
と
は
反
対
に
、
心
身
の

活
動
が
に
ぷ
リ
無
精
に
な
る
。
 

顔
や
休
が
腫
れ
ぽ
っ
た
く
な
リ

髪
が
抜
け
て
老
け
こ
ん
だ
感
じ

に
な
る
。
粘
液
水
腫
と
い
う
病

気
で
あ
る
。
こ
の
患
者
に
甲
状

腺
ホ
ル
モ
ン
を
与
え
る
と
、
に

ぷ
い
頭
脳
が
は
っ
き
リ
し
、
目

は
輝
き
を
と
リ
も
ど
し
、
精
保

な
顔
に
な
る
。
 

．ハ
セ
ド
ー
氏
病
と
粘
液
水

腫

の
差
は
、
 一
輪
の
花
の
花
粉
ほ

ど
の
微
か
な
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン

が
毎
日
で
る
か
ど
う
か
の
差
で

お
こ
リ
、
き
わ
め
て
微
妙
な
バ
 

ーフ
ン
ス
で
保
た
れ
て

い
る
も
の
 
 で

あ
る
。
 

甲
状
腺
の
ホ
ル
モ
ン
異
常
が

な
く
て
も
甲
状
腺
が
腫
大
す
る

甲
状
腺
腫
と
い
う
病
気
が
あ
リ
、
 

良
性
の
も

の
と
悪
性
の
も

の
が

あ
る
。
良
性
と
診
断
さ
れ
た
も

の
で
も
手
術
後
、
そ
の
組
織
を

詳
し
く
知
ら
べ

る
と
ガ

ン
細
胞

が
見
つ
か
る
こ
と
が
時

々
あ
る
。
 

い
ず
れ

に
せ
よ
頚
部

（
首
）
 

に
腫
服
が
あ
る
よ
う
な
時

に
は
、
 

一
度
検
診
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
。
 戸

籍
の
窓
 

五
月
届
出
 

お

め
で

と

う
 

L
藤
 
郁
也

高
松
つ
ゆ
き

田
中
 
麻
耶

工
藤
千
丘
沙

浅
利
 
祐
貴

秋
元
 
麻
希

米
谷
 
敬
司
 

お
し
あ
わ

せ
に
 

idi Iii 	T Iii 
川中 	III UI 

公
樹

（
善蔵
）
圧
所
市

畑H
f
（
正
雄
）
金
 
木
 

良
二

（
俊治
）
嘉
 
瀬

昭
f
（
京
子
）
大
鰐
町
 

（
講糾
登
艶
（需

験
編

折
些
）
濡

露
臨
竺
琵
紗
画

庭
哩
獣
薮
一
繁
柚
 

藤
撃

覇
一
糠
m
 

（
犠
畑讐
離
一
警
樋
 
 

（
離諮
讐
織
霧
叙

融
厳
裂
驚
警
樋

（
構め
維（
舞
瓢
蘇

蘇
巌
m

一
畷痛
議

露
欲

一
讐
驚
栖
 

（
瞬
藤難
一
畿
慧
『
 

（蹴
叙
加
護
応
鉢

露
ね
惨
醸
嬬

細

（齢
舞

一
壁
麟
？
 

お
 
く
 
や
 
み
 

フ
 サ

（
3
9）
嘉
 

誠

（
5
8）
金
 

晴

吉

（
6
0）
金
 

っ

（
9
0）
金
 

野 大 工鳴

宮 山 藤 海 

な II)I ，戴 

木 木 木 i頼 

(
 

一
 


